
会計 款 項 目
多額
経費

一般 2 1 13 　　

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

単位

ⅰ 18,878 17,152 17,387 人
ⅱ 8,903 6,908 7,209 千円
ⅲ 472 403 415 円

③事務事業のコスト 平成28年度決算 平成29年度決算

事業費（千円） 43,084 45,777
国支出金（千円） 0 0
県支出金（千円） 0 0
市債その他（千円） 0 0
一般財源（千円） 43,084 44,978

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初
H28⇒29繰越

補正
流用・充当

平成３０年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 コミュニティセンターの管理運営に要する経費

政策 14個人が尊重しあう多様な市民交流をつくります 市民活動推進課

施策 141個性豊かなコミュニティづくり 西山　珠樹

①前回
の評価
で掲げ
た内容

指定管理者へのモニタリングや利用者懇
談会等で利用者の意見を聞き、市民サー
ビスを向上していく。 ③平成30年

度に取組む
改革・改善
内容

指定管理者へのモニタリングや利
用者懇談会等で利用者の意見を聞
き、市民サービスを向上していく。②①に

基づく
取組み
結果

モニタリングを実施し、指定管理者に対
し、施設を適正に管理するための指導を
実施した

①目的 コミュニティセンター
意図（対象をどう
するのか）

市民相互の交流を深め、人間性豊かな地
域社会の形成の場となるよう適正な管理
運営を行う。

②事務事業の概要
コミュニティセンター及び軽井沢集会所について、市民の自主的活動の場を提供す
るため、施設の維持管理を行うもの。

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

市民交流を深め、人間性豊かな地域社会づくりを進める上で、市民にとって身近な
地域活動の拠点となっている。

①平成29年度の事
業の成果

モニタリングを実施し、指定管理者に対し、施設を適正に管理するための指導を実
施した

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

１施設当たりの利用者数 業務取得
１施設当たりの管理運営費 業務取得
一人当たりの管理運営費 業務取得

平成29年度決算（事業費）の主な内訳 平成30年度予算
金額（千円） 内容 37,536

15,030 指定管理料 0
9,611 委託料 0

ⅳ効率性 3高い

0
37,536

計画事業費 予算額 決算額

①課題
指定管理者制度が導入されている３館については、モニタリング等で指定管理者に
対して適正な管理を行い、継続的に市民サービスの向上を図っていく必要がある。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 7拡充

0 0

H28から
の繰越

③上記評価の理由
コミュニティセンターは地域住民の活動及び交流の拠点となっており、高齢化が進
むなか、地域住民にとっての価値が高まっているため。

①平成29年度の計画
平成29年度事業費の状況（単位；千円）

③達成状況 　　
現年分

④未完了・非着手の理由
平成30年度への繰越額（単位；千円）

②計画に対する事業実績



会計 款 項 目
多額
経費

一般 2 1 13 ○

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

道野辺中央コミュニティセンターⅡ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

単位

ⅰ 113,267 102,911 104,319 人
ⅱ
ⅲ

③事務事業のコスト 平成28年度決算 平成29年度決算

事業費（千円） 18,793 17,064
国支出金（千円） 0 0
県支出金（千円） 0 0
市債その他（千円） 8,100 11,700
一般財源（千円） 10,693 5,364

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初 18,783

H28⇒29繰越 0

補正 0

流用・充当 -1,158

平成３０年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 コミュニティセンター等改修事業

政策 14個人が尊重しあう多様な市民交流をつくります 市民活動推進課

施策 141個性豊かなコミュニティづくり 西山　珠樹

①前回
の評価
で掲げ
た内容

道野辺中央コミュニティセンター外壁・屋上防
水改修工事を行う。 ③平成30年

度に取組む
改革・改善
内容

道野辺中央コミュニティセンター空
調設備改修工事を行う。②①に

基づく
取組み
結果

道野辺中央コミュニティセンター外壁・屋上防
水改修工事の他、道野辺中央コミュニティセン
ター空調設備改修工事設計委託を行った。

①目的 コミュニティセンター
意図（対象をどう
するのか）

計画的に改修を行うことにより、施
設の長寿命化を図る。

②事務事業の概要
公共施設の長寿命化に関する基本方針に基づき、経年劣化した施設の外壁、屋上
防水、空調設備の改修を行うもの。

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

各施設とも建築年数が経過し、老朽化が進んでいる。

①平成29年度の事
業の成果

道野辺中央コミュニティセンター外壁・屋上防水改修工事の他、道野辺中央コミュニ
ティセンター空調設備改修工事設計委託を行った。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

利用者数 業務取得

平成29年度決算（事業費）の主な内訳 平成30年度予算
金額（千円） 内容 18,974

15,606 道野辺中央外壁 0
464 道野辺中央空調設計 0

ⅳ効率性 3高い

14,200
4,774

計画事業費 予算額 決算額

①課題
各施設の老朽化が進む中、不具合や故障が発生する前に予防的な改修を行うこと
により、経費の抑制を図ることが課題となっている。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 6精査・検証

道中外壁工事、道中空調設
計

18,783 17,625 17,064

H28から
の繰越

③上記評価の理由
公共施設の長寿命化に関する基本方針に基づき、今後も計画的な改修が必要とな
るため。

①平成29年度の計画 道中外壁工事
平成29年度事業費の状況（単位；千円）

0

③達成状況 完了
現年分 17,064

④未完了・非着手の理由
平成30年度への繰越額（単位；千円） 0

②計画に対する事業実績



会計 款 項 目
多額
経費

一般 2 1 9 ○

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

単位

ⅰ 20 20 21 自治会
ⅱ
ⅲ

③事務事業のコスト 平成28年度決算 平成29年度決算

事業費（千円） 0 26,194
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円）
一般財源（千円） 0 26,194

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初 26,500
H28⇒29繰越 0
補正 0
流用・充当 0

平成３０年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 自治会集会所整備助成事業

政策 14個人が尊重しあう多様な市民交流をつくります 市民活動推進課

施策 141個性豊かなコミュニティづくり 西山　珠樹

①前回
の評価
で掲げ
た内容

なし
③平成30年
度に取組む
改革・改善
内容

新築を予定していた自治会が事業
を実施出来なくなったため、次年度
以降に事業を計画している自治会
への助言及び支援を行う。

②①に
基づく
取組み
結果

なし

①目的
自治会集会所の新築等を予定
している自治会

意図（対象をどう
するのか）

地域コミュニティと自治会活動の活性化
を図り、自治会加入率が増加する。

②事務事業の概要
地域のコミュニティ活動及び福祉、環境、防災の拠点となる自治会集会所への新築
等に際し補助金を助成するもの。

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

自治会集会所の老朽化が進んでいることから、早期着工、早期建設に向けた要望が
増加することが予想される。

①平成29年度の事
業の成果

東武鎌ケ谷自治会集会所、北初富第一自治会館、鎌ケ谷橋自治会館へ補助金を交
付した。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

建築基準法改正（昭和56年）以降に建築された集会所を有する自治会数 業務取得

平成29年度決算（事業費）の主な内訳 平成30年度予算
金額（千円） 内容 0

23,000 新築補助
1,194 解体補助

ⅳ効率性 3高い

2,000 修繕
0

計画事業費 予算額 決算額

①課題（目的に対す
る現状など）

自治会集会所の老朽化が進んでいることから、早期着工、早期建設に向けた要望が
増加することが予想される。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 6精査・検証

東武鎌ケ谷自治会集会所、北初富第一自治会館、鎌ケ谷
橋自治会館へ補助金を交付した。

26,500 26,500 26,194

H28から
の繰越

③上記評価の理由
集会所を所有していない自治会や、集会所の老朽化が激しい自治会が複数あるた
め。

①平成29年度の計画 東武鎌ケ谷自治会集会所、北初富第一自治会館、鎌ケ谷
橋自治会館へ補助金を交付する。

平成29年度事業費の状況（単位；千円）

0

③達成状況 完了
現年分 26,194

④未完了・非着手の理由
平成30年度への繰越額（単位；千円） 0

②計画に対する事業実績


